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めフルフラールより導かれる 2 位置換テトラヒドロフラン (2 ーメチルテトラヒドロフラン， 2 ーク
ロルメチルテトラヒドロフラン〉と各種の単独重合性を有する環状エーテルとの共重合を試み，これ
らの置換テトラヒドロフランが三員環ならびに四員環の環状エーテルとよく共重合する場合があるこ
































を加えたものが 5500C 附近で原料に対して約 30%のピリジンを与えることを見出した。
第 2 章ではフルフラールから得られるフランおよびアルキルフランの重合によるポリマーの構造と
性状に関する研究を行なった。たとえば 2 ーメチルフランを原料とし，これを種々なる触媒重合せし
め，生じたポリマーの構造を赤外吸収法等によって検討し，重合温度によって生じるポリマーの構造
の異なることを明らかにした。また単独重合の困難であるとされていた 2 一置換テトラヒドロフラン
もこれをエチレンオキサイド，エピクロールヒドリン，プロピレンオキサイドの環状エーテルと共重
合せしめると重合する可能性のあることを見出した。
以上フルフラールをパルプ工業の副産物として回収する工業的方法の確立とさらにこのフルフラー
ルの新しい利用法としてピリジンの製造とついでポリマーの製造について基礎的な研究を行なったの
が本論文の内容である。
本論文は工業約に重要なー原料であるフノレプラールをパルプ工業の副産物として回収，しかも同時
にパルプの品質を向上せしめるプロセスを開発し工業化したもので注目に価するものである。ただフ
ルフラールの新しい利用法としてフルフラールからピリジンの製法およびポリマーの製造について基
礎的な研究を行なったもので，工学上寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として充分価値あるものと認める。
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